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 論文審査の結果の要旨
 渡邊政降提出の論文は(一)一α・サントニンを用いたセスキテルペノイドの合成研究であり,
 つぎの3章からなりたっている。
 第1章序論につづき,第2章ではゲルマクラン型セスキテルペノイドのジヒドロノバニンの
 合成研究をおこなった。サントニンのA環にエノールアセテートを含む共役二重結合系をつく
 り,通常の共役二重結合系と同様に,光誘起電子環状反応によるジエンとトリエンの間の平衡
 を利用して,生成物を加水分解することにより,シクロデカジエノン誘導体を単離した。この
 合成中間体からジヒドロノバニンを合成した。これはゲルマクラン型セスキテルペノイドの合
 成としては4番目の報告である。
 第3章では高度に酸化されたエ・レマン型セスキテルペノイドで,強い抗腫瘍性をもつベルノ
 レピンに関する合成研究をおこない,ベルノレピンよりも強い活性をもつデオキシベルノレピ
 ンおよびその関連化合物の天然型光学活性体を合成した。サントニンの核間メチル基を光酸化
 する新しい経路を見出し,酸化生成物をエステルとして容易に単離精製することができた。こ
 のエステルの5員環ラクトン部分を保護したのち,母骨格のC(2)一C(3)位を切断するためオゾン
 酸化を検討した。このオゾン酸化では異常酸化生成物が比較的良い収率で得られたので,この
 生成物を利用することによりベルノレピン骨格の6員環ラクトン部分のみを選択的に修飾する
 ことが可能だった。一方,5員環ラクトンの保護基を除去することにより,5および6員環ラ
 クトン部分を同時に修飾することもできたが,一方反応性の差を利用して5員環ラクトン部分
 の選択的修飾も可能であった。同一分子中にある5員環および6員環ラクトンを自由に修飾す
 ることは一般に困難であることがベルノレピン型化合物の合成の問題点の一つであったが,上
 述の異常オゾン酸化生成物を巧妙に利用することにより,これらうクトン環の任意な修飾を可
 能とする合成経路を確立し,ベルノレピンの生物活性の中心を追求するに有用な各種の誘導体
 を合成した。
 以上の著者の←一)・α一サントニンを用いたセスキテルペノイドの合成研究はセスキテノレペノ
 イドの合成研究に貴重な知見を与えるものであり,このことは著者が自立して研究活動を行う
 に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって渡邊政隆提出の論文は理学
 博士の学位論文として合格と認める。
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